
腕
.

鯨
鯉
.

繍
藩誇

灘鰐
叢

.
1艮 第se十 第

行 殿 日 一 月 三 年 二 十 正 大

階
級

に
就

い
て

・

基

督
教
文
明

の
獲
展
概

論

時

外
醐

地

租

論

・

小
作

調
停
法
案

に
就

て

…説

苑

蕾
岡

山
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

縫
悌

録

米
国
研
究
の
必
要

…

性

別
年
齢
別
失
業

統
計

・

・

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
生
誕

二
百
年

文
學
博
士

高

田

保

馬

法
學
樽
士

財

部

静

治

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

渋
墨
博
士

河

田

嗣

郎

経
済
學
士

黒

正

厳

法

畢

士

経
済
學
士

法

學

士

本

庄

榮
治

郎

岡

崎

丈

規

本

庄
、榮

治

郎

神
瞬
ぎ

胆…

』
i
匡
ー

ド

.一」-一.一「ピー　皿..層u.一 一`.一 」心一



穀

米
.國

研

究

の
必
要

本

庄

榮

治

郎

一

人
は
盲
ふ

「
北
米
合
衆
國
は
恐
る

べ
き
國
で
あ
り
、

羨
む

べ
き
國
で
あ
る
」
ご
。
合
衆
国
の
天
恵
の
極

め
て

豊

か
な
る
こ
ご
は
、
嘗
て
聞
き
及
び
し
庭
で
あ
る
が
、

脚
、

一
度
合
衆
国
の
地
を
踏

み
、
陸
路
之
を
横
断
す
る

に
及

ん
で
共
富
源
の
如
何
に
人
な
る
か
に
、
今
更
な
が

ら
喫
驚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ざ
共

に
、
天
恵
の
貧
弱

な
る
我
國
ご
劃
比
し
て
、
眞

に
米
國
.の
恐

る

べ
き
羨
む

べ
き
國
で
あ
る
所
以
を
知
り
得
た
る
如
き
Y心
地
が
し
た
.

こ
の
無
蓋
藏
な
る
富
源
を
有

し
、
尚
且

つ
世
界
に
比
す

べ
き
も
の
な
き
偉
大
な

る
資
本

の
力
を
以

て
こ
れ
を
開

爽
し
.
利
用
す
る
に
於

て
、
合
衆
国
が
世
界

】
の
経
濟

力
を
有
し
、
天
下
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
も
の
な
し
の
慨

雑

録

米
国
研
究
の
必
要

あ

る
は
、
遣
{に
恐

る

べ
く
羨
廿

べ
き
次
　弟
で
は

な

い
乎

二

合
衆
國
東

部

の
工
業
地

は
姑

く
措
く
も

、
西

海
岸

の

ワ
シ
ン
ト

ン
・
オ

レ
ゴ
ン
・
カ
リ
フ
ォ

ル

ニ
ア
の
三
州

に

至

っ
て
は

、
自

然

の
富
源

は
極

め
て
豊
饒

で
あ

っ
て
圭

ご
し

て
農
産

・
林
産
・鑛

産

を
以

て
知
ら
れ

て
居

る
。
即

ち
此
等

の
地
方

に
は
激
千
年
來
未

だ
斧

鉞
を
入

れ
ざ

る

深
林
あ
り

、
年

々
山

火

の
矯
め
に
焼
失
す

る
も
、
荒
慶

す

る
に
委

せ
て
顧
み
ざ

る
ほ
こ
、
山
林

の
天
恵

は
豊

か

で
あ

る
。
而

も
林
材

の
み
な
ら
す

、
金
鎖

・炭
山

・油

田

を
包
戯

し
、
更

に
叉

一
方

に
は

田
野
遠

く
拓
け

て
果
實

}疏
菜

箸

の
世
界
的

の
{屋
物

が
め
お
。
中

部

の

ア
イ

オ
ヴ

ア
・
イ
リ
ノ
イ

ス
に
玉
蜀
黍
、

カ
ン
サ
ス
。北

ダ

コ
タ

に

小
萎

、

コ

ロ
ラ
ド

に
砂

糖
、

プ
キ
サ

ス
に
綿
等

の
代
表

.

的
・産
物

が
あ

る
。

シ
カ
ゴ
よ
り
南

西

ロ
ス
ア

ン
ゼ

ル
ス

へ
下

る
サ

ン
タ

フ

ェ
線

の
汽

車
は

、
数

日

の
聞

一
嬰
際

涯

な
き
大
沙

漠

の
内
を
走
り

、
此
等

の
地

方
は
極

め
て

不

毛
の
地

の
如

く
に
兇

ゆ

る
が
、

一
度

こ
れ
に
灌
漑

の

設
備

を
施

さ
む

か
、
忽

ち
化

し

て
肥
沃
地

ど
な

り
、
多

量

の
農
産
物

を
産
出
す

る
に
至

っ
て
は
、
天
恵

の
厚
き

第
十
六
巻

(第

三
號

一
四

七
)

五
七

一
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,
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雑

録

米
国
研
究
の
必
要

こ
ε
驚

く

の
外

は
な

い
。

以

上

の
如
き
豊
饒
な

る
天
恵

に
よ

っ
て
、
小
変

は
全

世
界
産
額

の
約

三

〇
パ

ー
セ
ン
ト
、
大
萎

は

一
三

パ
ー

セ
ン
ト
、

玉
蜀

黍
は
七

一
パ
ー

セ
ン
ト
、
綿
は
五

八

パ

ー
セ
ン
ト
、
釦
は
五
五

パ

ー
セ
ン
ト
、
鉛
は
三

ニ

パ
ー

セ
ン
ト
、
亜
鉛

は
二
九

パ

!
セ
ン
ト
、
・金

は

一
五

パ
ー

セ
ン
ト
、
石
山灰
は
四
[○

パ

ー
セ

ン
ト
、

石
油
は
⊥
八
五

パ

ー

セ
ン
ト
を
蔵
出

し
、
賓

に
自
給
自
足

の

一
大
樂
園
を

の

現
出

し
つ
＼
あ
る
。

三

コ
口
ン
ブ
ス
が
亜
米
利
加
大
陸
を
獲
見
し
た
の
は

一

四
九
二
年

で
あ
る
が
、
現
在
の
北
米
合
衆
国
の
出
来
た

の
は
寧
ろ

一
七
七
六
年

の
価脚
立
戦
争
以
後

ご
見
る
の
が

適
當
で
あ
ら
う
。
即
ち
國
を
開

い
て
以
水
氷
だ

一
世
紀

、
牟
に
過
ぎ
ざ
る
に
も
か

、
わ
ら
す
欧
洲
諸
強
国
が
撒
世

紀
を
費
し
て
漸
く
成
し
得
た
礎
を
、
こ
の
短
期
間

に
成

し
遂
げ
π
も
の
で
あ

っ
て
、
世
界
戦
争

に
よ
っ
て
合
衆

国
は
世
界
の
最
大
張
國
た
る
の
地
位
を
確
立
し
、
そ
の

志
す
礎

一
っ
ε
し
て
成
ら
ざ

る
な
し
ε
い
ふ
勢
に
ま
で
.

進
ん
で
來
π
。

第
十
六
巻

〔第
三
號

一
四
八
)

五
七
二

1

今
試
み
に
ワ
シ
ン
ト
ン
會
議

の
聴
、
合
衆
国
政
府
が

参
考
資
料
ε
し
て
獲
表
し
た
關
係
列
国
の
國
冨
を
見
る

に
次

の
如
く
で
あ
る
。

日 伊 佛 突 合
国

衆

名
本 園 圃 園 圃

人

口

一呈
ハ、四
一く
δ
0
0

盟

、妻

{δ
8

四
一
、
四
ゼ
六
、
O
O
O

三
六
、蔑
O
δ
0
口

蓋

尤
六
一
δ
8

国

富ヂ
卵

量

口
、
8

0
、
8

0

天
0
3

口
O
、
8

〕

一〇
〇
8

0
0
、
8

0
.

冒
一〇
δ

O
O
、
ロ
O
O

一葦
δ

O
O
δ

8

更
に
合
衆
国
の
み
の
國
富
の
獲
蓬
を
見
る
に
、

で 旨

勇天天概 年
て4)二 一00'、

一 二 四 〇 次

一 年 年 年 年

國

富

(
(
、三

七
、
耳
思

δ
8

一薯

、
δ
四
、】=
二
δ
8

ズ
噸

ゼ
莞

δ
三

δ
背

重
只

8

0
δ
ロ
O
δ
∩
O

國一

杢
直「

富 り

一
人

當

り

国

富

一
二

六
四
・
晃

一
、
三

(
・
=

一
、
突

五
・
8

官一
、
H一(
㍗

O
O

繭
二
八
九

一菱

皿

一繭
=

(
皿七

四
四
脚

一
九
一
二

年

の
国
富
は

一
九
〇
〇
年
の
国

富
に
比
し
て
殆
ん
ご
四
倍

に
昇

っ
て
居
る
。

か
く
の
如
く
驚
く

べ
き
獲
達
を
遂
げ
、
以
上
の
如
き

つ

カ

し

し

ね

カ

リ

　

地
位
を
有
す

る
合
衆
國
は
、
だ
コ
そ
れ
だ
け
の
範
園
内

に
於
て
も
.、
経
済
學
上
研
究
す

べ
き
至
大
の
必
要
あ
る

も

や

ゐ

マ

ヘ

へ

こ
ご
は
勿
論

で
め
る
が
、
.更

に
…進
ん
で
我
國

ε
合
衆

国

}ミ:言羅 謙 譲 囎 、、撫 ・、ム3・StatisticalAbstractpAmerica,1920,Chap.・五4et3eq・

日本銀行調査夕卜國煙濟統計
S竃ansticalAb5tractoftheUnitedState5,】9コQp .76斗.

の

助
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、

も

し

　

し

ご
の
關
係

を

一
考

せ
ば
、

そ
の
必
要

の

一
層
大
な

る
こ

ε
は
自

ら
明

か
で
あ
ら

う
。

四

以

上
述

ぶ
る
如

く
合
衆

国
の
富
源

は
極

め

て
豊

か
で

あ

る
に
拘
ら
す

、
我
国

の
天
恵

は
極

め
て
乏

し
く

、
食

糧

は
我

国
民

の
需

要
を

緩

か
に
充

た
し
得

る
位

の
も

の

で
あ

っ
て
、
合
衆

国
の
如
く
他

國

に
輸
出

す

る
の
飴
俗

な
く
、

(合
衆
国
に
於
て
11
園
内
F
産
ず
ろ
所
な
以
て
閣
内
の
需
塑
か

充
た
し
、
術
乱
政
藤
の
一
〇
乃
至
【
五
パ
ー
セ
ン
ト
奄
輸
出
で
る
た
常
ご

す
)
林
産

、鑛

産

の
如

き
、
も

ご
よ
り

い
ふ
に
足
ら
す
、地

積
は
甚

だ
猿
(

し
て
、
人
は
極

め
て
密
集

し
、
富
源

は

既

に
殆

ん
ざ
開
講

し
盆

さ
れ
て
、
國
艮

の
生
活
は
極

め

て
困
難

な

る
有
様

で
あ

る
。
而

も
我

国

ご
合
衆

国

ご
は

綾

か
に
太
箏

洋
を

隔

つ
る
の
み

に
て
、
政

治
上

に
於

て

も
経
済

上

に
於

て
も
文
化

上

に
於

て
も
密

接
な

る
關
係

を
有

し
て
居

る
。

五

凡

そ
我

国

の
交

明
は
質
代
よ
b
現
在

に
至

る
ま

で
、

常

に
外

囲

の
文
化

に
接

し
、

こ
れ
を

咀
嚼

し
て
築

き
上

げ
ら

れ
た
も

の
で
め

つ
て
、
.外

國
交
通

ε
の
關

係
が
頗

雑

録

米
国
研
究
の
必
要

る
重
大

な

を
要
素
を
な

せ

る
こ
ε
は

否
定
す

る
こ
ご
が

出

來
な

い
。
而
し

て
維
新

後

の
獲
展

に

つ
い
て
は

、
西

洋

交
明

の
吸
牧

咀
嚼

.近
い
ふ
こ
ご
が
、
最
も
重
要

な

る

要
素

を
な

せ
る
こ
ざ
は
論
ず

る
蓬

も
な

い
虜

で
あ

っ
て

そ

の
所

謂
四
洋
交

明

に
は
或

は
英

あ
り
、
猫

あ
り

、
佛

あ
b
、
・或

は
ま
た
米

あ
り
、
從

て
隊
化

ε
米
化

ざ
の
両

方

面

の
存

す

る
わ

け
で

あ
る
が
、
抑

も
徳

川
三
百
年

鎖

国

の
夢

を
破

っ
て
、
我
・國
を

世
界

の
交
通
圏
内

に
導

き

出
し
た
も

の
は
合
衆
国

で
あ
る
の
み

な
ら

す
、
其
後

ε

錐

、
西
洋
交
明

の
輸

入
は
、
共
初
期

に
於

て
、
合
衆

国

に
伯
ハ
ふ
印馴
が
頗

る
多

か

っ
た
如

く
に
考

へ
ら

れ
る
。
更

に
降

っ
て
現
在

に
於

て
も
、
我

国

ε
合
衆
　國

ε
は

政
治

縄

濟
愈

愈

上
頗

る
密
接

な

る
關
係
を

有
す

る
事
は
改

め

て
説
く
迄
も
な

い
所

で
あ

っ
て
、
例

へ
ば
貿
易
關
…係

に

就

い
て
考

へ
て
見

て
も
、
輸

出
楡

入
夫

に
合
衆
国

が
第
.
.

14

　
位
を
占

め
、
大

正
十

年

に
は
輸

入
は
全
額

の
三
六

パ

・

.

ー
セ

ソ
ト
、
輸
出

は
=
元

パ

ー

セ
ン
ト
勘
占

め
て

お
り

囲
,甲

其
他
の
経
濟
…的
關
係
に
就
て
も
閏
…
劃
す
る
こ
ご
の
出
来

㎞

な

い
關
係

を
有

っ
て
居

る
こ
ε
は
、

　
【
詳

細
な

る
説

`
の

明
を

な

さ
す

ε
も
既

に
讃
者
周

知

の
事
柄

で
あ
ら

う
。

第
十
六
巻

(第
三
號

「
四
九
)

五
七
三



'

、

雄

蜂

来
園
研
究
の
必
要

』
ハ

合
衆
国
の
経
済
上
の
獲
展
は
眞

に
驚
く

べ
き
も
の
が

め
る
。
上
流
～の
如
き
豊
富
な
る
天
恵
に
撮
り
一
億
一人
な

る
脛
濟
力
を
以
て
、
所
・謂
季
和
の
産
業
職

に
臨
め
る
場

合
、
我
国
は
果
し
て
如
何
な
る
対
策
を
有
す

る
乎
。
是

れ
實

に
焦
眉
の
急

に
迫
れ
る
問
題
で
は
な
い
乎
、
然
ら

リ

セ

も

も

マ

ヤ

も

ヘ

ロ

も

う

も

め

へ

ば
則
ち
合
衆

国
現
時

の
経

済
事
情
を
研
究

し

.
こ
れ
を

正
解
す

る
こ
・ヒ
は
極

め
て
必

要
な
事
柄

で
あ

っ
て
、
實

に
我

国
氏

に
ご

つ
て
は

.
急
務
中

の
急

務
ご
も

い
ふ

べ

き
も
の
で
あ
ら
う

ご
信
ず

る

セ

然

し
更
ら

に

　
歩

を
進

め
て
合
衆

國

が
、
今

日
所

謂
.

「
世
界

一
」

の
地

位
を
占

め
、
す

べ
て

の
事
柄

に
甥

し

て
、

こ
の

「
世
界

一
」

た

る
地
位

を
有
す

る
に
至

っ
た

ヤ

ヤ

も

も

も

あ

へ

原
因
顛
末
を
研
究
す

る
こ
ε
は
更
ら

に

一
層
重
要
な
る

も
の
ξ
考

へ
ざ
る
を
得
な
い
。
藪

に
於
て
か
、
合
衆
国
.

経
済
史

の
研
究
は
我
国
學
徒
に
ご
り
て
盛

ん
に
研
究
せ

ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ

る
題
目
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

八

従
来
我
国
[に
於
け
る

↓
般
歴
史
の
敏
授
及
び
研
究
を

第
+
六
巻

粛

三
號

「
五
〇
)

五
七
四

見

乃

に
、
通

常

こ
れ
を

國
吏

・東

洋
史

↓
四
洋
史

の
一一一大

部
門

に
分
ち
.
西

洋
史

ご

い

へ
ば
、
先

づ
欧
洲

の
歴
史

が
圭

で
あ

っ
て
、
亜
米
利
加
史

な

る
も

の
は

、
比
較
的

等
閑

に
附

せ
ら

れ
、
加
祭
陀
史

の
如

き
は
殆

ん
ご
顧
み

ら

れ
ざ

り
し
が
如

き
戚
あ

る
こ

ご
は

.
既

に
内

田
搏
⊥
⊥
、

も
述

べ
ら
れ

た
所

の
如
く

で
あ

る
。

一
般
歴
史

に
於

て
.

既

に

か
く

の
如

く
で
あ

る
か
ら

、
経
済

史

に
於

て
も
亜

米

利
加
経

済
史

の
如

き
は
、

あ
ま
り

に
研
究

さ
れ
す
、

西
洋
経
済

皮

ざ

い

へ
ば
、
英

国
経
済

史
叉
は
欧
洲
脛
濟

史

に
限

っ
た
も

の

、
如

く

に
取

扱
は

れ
て
居

る
。

暴

れ
即

ち
西
洋
夏

天
は
西

洋
脛
濟
史

に
勤

す

る
分
化

的
研
究

が
未

だ
十

分
に
行

は
れ
ざ

る
こ
ご
を

示
す

も
の

で

あ

っ
て
、
學

界

の
進
歩

に
黝

し
甚

だ
遺
憾

な

る
次
第

で
あ

る
が
、

一
方

に
は
亜
米

利
加
な

る
國
が
建

国
以
来

国
構

ほ
漉

き
新
國

な

る
が
た
め
、
ま
た
從

て
研
究
者

の

學

問
的
興
味

よ
b

云

ふ
も
、
密
丁
ろ
中

世
欧
洲
史

の
如

き

も
の

、
方
が
興
味
多

き

π
め
、
自
然

に
閑
却

さ
る

、
に

至

っ
た
事
情

も
あ

る
か
ご
も
考

へ
ら

れ

る
。

九

我

々
ぽ
往

々
に
し
て
概
括
的

に
泰

四

ε

い
ひ
、
西
洋

丙 田銀 藏 講 論t,60ア 頁の

ゾ

■



、

'

卓

「

ε
い
ひ
、
叉
は
鰍
米
ざ
穂
し
、
欧
羅
巴
ε
亜
米
利
加
ε

の
聞

に
あ
ま
り
多
く
の
差
別
を
認
め
す

に
、
鰍
米
先
進

国
の
こ
ご
を
不
用
意
に
概
帯
し
て
仕
舞

ふ
傾
が
あ
る
。

然
し
鰍
羅
巴
己
亜
米
利
加
ご
の
問

に
は
、
種

々
の
黙

に

於
て
非
常
な

る
差
異
の
存
す
る
の
み
な
ら
す

、
學
問
研

究

の
常
態
が
、
粗
よ
り
密
に
、

一
般
的
よ
b
特
殊
的

に

進
む
も
の
で
あ
る
以
上
、
所
謂
酉
洋
史

に
就
て
も
鰍
羅

巴
史
ご
亜
米
利
加
史
ざ
が
適
當

に
甥
立
せ
し
め
ら
る

べ

き
時
期

が
來
ら
な
け
.れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
の
こ
ご
は
西
洋

経
済
史

に
就

い
て
も
同
様
で
あ

っ
て
因
西
洋
経
済
史

の

概
栴
の
下
に
、
極
め
て
少
き
頁
藪
を
亜
米
利
加
経
済
史

の
た
め
に
割
く
こ
ざ
は
安
當
な
り
ご
は
認
む
る
こ
ε
が

出
来
阻
。

+

.

既
に
述

べ
た
る
如
く
合
衆
国

の
経
済
的
獲
展
が
實

に

驚

(
べ
き
も
の
で
あ
b
、
而
あ
そ
の
獲
居
た
る
や
欧
洲

諸
国
が
撒
世
紀
を
費
せ
し
所
を
僅
々

一
世
紀
半
に
て
成

し
遂
げ
し
も
の
で
あ
る
か
ら
、
合
衆
.國
縄
濟
史

の
研
究

は
、

一
而
[に
於
て
欧
洲
繧
濟
史
の
縮
圖
を
見

る
が
如

き

も
の
で
あ
.る
の
み
な
ら
す
、
他
面
に
於
て
か
く
の
如
き

雑

録

米
国
研
究
の
必
要

異
常

な

る
獲
達

を
な

せ
し
所
以

は
、
隊
洲
各
.國

ε
何
躰

か
異

れ
る
事
情

の
在

せ
し
た

め
で
あ

っ
て
、

こ
れ
を
究

明
す

る
こ
ビ
は
.

オ
リ

も
直
さ
す
合
衆
国

の
経
濟

的
獲

展

に

「
の
特
徴

の
存
す

る

こ
ご
を
示
す
所
以

で
あ

っ
て

純
濟
史

の
研
究

ま
頗

る
重
要

な

る
轟
・柄

π
る
を
失

は

ぬ

こ
の
黙

に
關

し

て
は

タ
ー
ナ
ー

の
國
境

説
は

重
大

な

る

り

意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
加
之
、
我
國
ε
合
衆

國
ε
の
経
済
的
…關
係
が
上
述
の
如
く
密
接
な
る
も
の
あ

り
ε
せ
ば
、
合
衆
国
の
経
済
的
獲
展
を
知
る
こ
ε
は
、

我
國
民
に
ご
り
て
頗

る
必
要
な
る
こ
ε
、
い
は
ざ
る
を

得
諏
。
さ
れ
ば
こ
の
偉
大
な
る
恐

る
べ
き
羨
む

べ
き
合

衆
國
を
、
脛
濟
學
上
文
は
脛
濟
良
吏
、
精
細

に
研
究
す

る
こ
ε
は
我
国
學
徒
の
寸
時
も
等
闊

に
附
す

る
こ
ε
の

出
来
粛
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
這
回
余
が
合
衆
国
を

経
由
し
て
露
朝
す

る
に
及
び
、
痛
切
に
こ
の
戚
念
を
懐
.

き
し
ま

、
、
こ
、
に
そ
の
所
感

の

一
端
を
披
瀝
し
て
合

衆
国
研
究
の
必
要
を
高
調
す
る
所
以
で
あ
る
。

第
十
六
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(第
三
精

一
五

一
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